
不確かさカテゴリー分類結果一覧表（Ⅱ定量試験Ａ）

JNLA認定
分野 試験方法 ＪＩＳの番

号 ＪＩＳの名称 試験方法の項
目番号 試験の概要

カテゴ
リー分
類結果

カテゴリー分類の理由･解析

土木・ 建
築分野

材料の断
熱試験

Ａ１４１２－
１

熱絶縁材の熱
抵抗及び熱伝導
率の測定方法
－第１部：保護
熱板法

熱的定常状態において、板状材料の試験体を通過する熱流と温度差を
測定して、伝熱特性（熱伝導率、熱抵抗）を算出する。

Ⅱ定量
試験Ａ

測定の不確かさの主要な要因として、温度、発熱量及び試験体の厚さ測
定が示され、それぞれ装置、測定手順に具体的な数字を示して規定して
いる。また、計算結果の表現形式は有効数字で規定されている。

土木・ 建
築分野

骨材、コン
クリート混
和材及び
セメントの
化学分析
試験

Ｒ５２０２ セメントの化学
分析方法（強熱
減量）

セメント１ｇを白金るつぼ又は磁器に入れ、９７５℃で１５分間加熱し、デ
シケーター中で放熱した後質量を測定する。再度同様の加熱を行い質
量を測定する。恒量（前後で質量差が０．５ｍｇ）になるまで繰り返し、元
の質量と質量の減量値から、強熱減量を求める。

Ⅱ定量
試験Ａ

試験結果に影響を与える主要な要因は規格に定められており、試験結
果の表現方法についても定められている。

繊維分野 繊維混用
率試験

Ｌ１０３０－
２

繊維製品の混
用率試験方法
－第２部：繊維
混用率

６．試験方法（溶
解法）

混用品の組成を鑑別後、選択した溶液で一方の組成を溶解除去し、残
分を秤量する。溶解した組成の割合は減量分から計算する。

Ⅱ定量
試験Ａ

ＪＩＳ　Ｌ　１０３０－２の溶解法では、試験方法によっては、精度の項が設
けられ繊維材料の均質な混用品では、「この方法で得られた結果の信頼
限界は、９５％の信頼水準に対して、±１％以下とする。」と、明記してい
る。従って、これらの方法を使用した場合の不確かさは、信頼率９５％で
±１％といえる。
一方、ＪＩＳ　Ｌ　１０３０－２の溶解法で精度の規定がなく、確認の項で「測
定は２回行い、その平均値を求める。ただし、６．１．１０ａ）の算出方法に
よって絶乾混用率の値に１．５％以上の差がある場合は、更に２回以上
の試験を行いこれらの平均値を求める。」とある。もし、１．５％以上の差
がある場合は、再度試験を実施するため、これらのデータは棄却され
る。採用した測定値は、２回の差がすべて絶乾混用率の１．５％以内に
ある。ｎ＝２の測定の場合、差が１．５の分散は、値の大小に関わらずそ
の値は、一定となるので拡張不確かさが求まる。また、３種混紡の場合、
２回の溶解操作を行う、従って、分散の伝播則により合成不確かさが見
積もられる。
試験結果の表現方法は、６．１．１２ 試験結果の報告の項に「個々の測
定結果と個々の測定結果の算術平均値を小数点以下１けたまで正確に
記載する。」と明記している。

繊維分野 繊維混用
率試験方
法

Ｌ１０３０－
２

繊維製品の混
用率試験方法
－第２部：繊維
混用率

５．試験方法（解
じょ法）

繊維種類の異なる糸で組織し、編成し又は構成している繊維製品から、
意匠の１単位を構成するすべての糸を含むように試料採取し、これをほ
ぐし繊維種類別の糸に分離する。それぞれの糸の質量を求め百分率で
表す。

Ⅱ定量
試験Ａ

５．１０ 確認の項で「測定は２回行い、その平均値を求める。ただし、６．
１．１０ａ）の算出方法によって絶乾混用率の値に１．５％以上の差がある
場合は、更に２回以上の試験を行いこれらの平均値を求める。」とある。
もし、１．５％以上の差がある場合は、再度試験を実施するため、これら
のデータは棄却される。採用した測定値は、２回の差がすべて絶乾混用
率の１．５％以内にある。ｎ＝２の測定の場合、差が１．５の分散は、値の
大小に関わらずその値は、一定となるので拡張不確かさが求まる。▼試
験結果の表現方法は、５．１１ 試験結果の報告の項に「混用率の数値
は、小数点以下１けたで表す。」と明記している。



JNLA認定
分野 試験方法 ＪＩＳの番

号 ＪＩＳの名称 試験方法の項
目番号 試験の概要

カテゴ
リー分
類結果

カテゴリー分類の理由･解析

繊維分野 より数、質
量、長さ測
定

Ｌ１０９５ 一般紡績糸試
験方法

９．１５より数 検ねん機を用いて、単繊維又は単糸が平行になるまで解ねんし、より数
を測定する。

Ⅱ定量
試験Ａ

付属書２の附属書２表２及び表３に試験片ｎの計算式が示されており、
要求精度によってｎ数が決まる。表２によれば、その他すべての糸では、
９５％の信頼限界で精度±５％の場合、ｎ＝０．１５４ν２の式が挙げられ
ている。これによって、ｎ及びνが決まれば、信頼水準９５％における精
度εが導かれる。
ここで、変動係数を規定している縫い糸ＪＩＳにおいては信頼水準９５％に
おける不確かさを見積ることができる。
試験結果の表現方法については、Ａ法の場合、「試験回数は３０回（９）と
し、その平均値（小数点１けたまで）を４．４ ｂ）（一定の単位長さ当たりの
数値で表し、その単位を付記する。）によって表す。」と明記している。

※対象となる製品ＪＩＳ
Ｌ２１０１、Ｌ２３１０、Ｌ２４０３、Ｌ２５１０、Ｌ２５１１、Ｌ２５１２、Ｌ２５１３

繊維分野 繊維製品
引張強さ
試験

Ｌ１０９５ 一般紡績糸試
験方法

９．５単糸引張
強さ及び伸び率

糸を引張試験機のつかみ治具に取り付け引っ張り、試料が切断した時
の荷重（Ｎ）及び伸び率（％）を測定する。

Ⅱ定量
試験Ａ

変動率を規定している縫い糸ＪＩＳにおいては信頼水準９５％における不
確かさを見積ることがより数と同じようにできる。
（例えば、綿縫い糸の引張強さでは、「引張強さ変動率は、６．７により試
験したとき、１０．５％以下とする。」と、規定されている。）ただし、伸び率
については変動率が未定のため別途見積もる必要がある。
試験結果の表現方法については、「引張強さは切断時の荷重の平均値
で表し（整数位まで）、」と明記している。

※対象となる製品ＪＩＳ
Ｌ２１０１、Ｌ２３１０、Ｌ２４０３、Ｌ２５１０、Ｌ２５１１、Ｌ２５１２、Ｌ２５１３

電気分野 絶縁試験 Ｃ９３３５－
１

家庭用及びこれ
に類する電気機
器の安全性

１３．２運転時に
おける漏えい電
流

運転状態において、電源の片側と可触金属部との間で、附属書Ｇに規
定する回路を使用して漏えい電流を測定する。

Ⅱ定量
試験Ａ

測定の不確かさの主要な要因として、運転条件を通常使用状態のうち
最も不利な条件と規定している。また、附属書Ｇに規定する回路を漏え
い電流測定に使用することを定めている。また、試験結果の表現形式
は、判定値の表現形式により間接的に定めていると判断される。


